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87.滋賀県下の古墳出土

鋭について(1) 

j!1: i工風七起の 11:資料館では、 IIL~相56年欲の特別展「

特集近江の々山」展において 、県下山土の手キモTiili物が

展示されたが、そのrl'には以下の占Jj'ttH土の古鋭の大
部分 も-d~まれていた。そして、この市鋭 I~ 県下出土の

. 剣r~ とともに、問$，* r i!1: 1_じの釧鍔と銅銭」として公判l

されることとなった.これを機会に、~~下の î1ì抗出土

銭について、!民示さiL問飢にQJ{!I屯される Lのはもとよ

り、今回燥がされなかったものや、文献等によリ従来

j己主kされているが現物の不明のもの、かつては現物も

存必したが現ぶその所イ1:の不明のむの等をL含めてそ
の大要をiliべ、大}jの参))'1ニ供することとした。同図

録の剣鍔に 1\\1 しては ~IIの機会があるようなので、集成

はそれに戊リ、今回11触れないこととする.文中「滋

賀県史郎名勝天然紀念物慨袈」については『慨婆』と

I;~JI己したい.

高島郡の古鏡

1.今津町弘川円山吉演出土鏡

高山1lI1 :t志1比ぴ概~(に下記のようなほとんど同様の文

があリ、これを受けて;tii専問伐にも古銭出土を記して

いる。しかし鋭Ii.1JLffせず 、 その持~lII li不明である。

高品~"l~h 同IIlf大'1:11.JlI ~j':崎11'1;1)に布リ ・・・…明治19年

秋、此のJ¥!.!のF丹治・'fI'l'iJ大'j':JiiJ川七自1¥発f/31して鋭 l而 (
後4寸i!!r裂に人物脱線あり)釘11111刀世IJの般jYrを得たり。

概~ 円山城 I~Jj't 101m)今iTt.町弘川字JM!-t;J]にある…

明治19年秋に鋭 1 刷'1 l mJU~'TJ 事lJ破片を得た、鋭ti{黍 4

寸で巡に人物似織がある.

銭1.fの文総11人物脱線とあるので、あるいは紳獣鋭

の主tiかとむ推々される.

2.安会川町南古賀冠鈴吉積出土富豪

後泌す・一氏五存rm式鋭Jの地名表中にS売のやE類には
触れず、伴出泌物として絢録、土2告、刀身が挙げられ

ている.しかし持制はなんら述べられていない。南古

1'1の冠僚は現必御益事11社の犯られている坑丘をさすも

のと忽われ、古1貨のt.nmに神社がある.安曇川町教委
の中江彬氏に湖殺していただいた結果は、かつて神社

の社殿改築の~':;1~llその他の遺物が出土したようであ る

が、それらは1Illめl~ したほ1である.ただ鋭{孟!'J!め戻さ

ずに総出されたとの説Lある。いずれにしてもその詳

細は不明である。なお、 rj災式JllJの地名望号には参与・文

献として、治型flJ世次氏の「抗告器時代目iJJ't[時代遺物発見

地名表J (人~j学制fl :t~218) をあげている。

3.安曇川町田中古境線出土鎌

高JJJ者1if.t.J1I1 1iII先史 11与代~'，~i に、問中占的出土釧鋭とし

て写真が収】|批されているが、それに|刻する記述は見当

らない。この鋭11鋭化III中神社の所総品である。幼製

の紳獣鋭と L見られるが、}f'iMがひどくてはっきりし

なL、。径はlO.5cmである。昭和19年 3丹、回中古本u洋
内で閥裂された畑地からHI土した出て'、"ド出i指物とし
ては鉄万破片があリ、少なくとも 3口以上と思われる。

学術的な鴇査がなされていないので、 ~itftの状況苦手は

不明である.

4.高島町稲荷山古墳出土鏡

高島町鴨の稲荷山古島1に関しては、耳石大文学者事の考
古学研究報告第8冊に織原*ifi氏が詳細に報ぜられて

おリ、滋賀県史、尚ぬllIl必、微嬰にも記載されている。

また銃については、樋口険1lJ!氏の r古鋭」や後藤守一

氏の rj?l式鋭J にも収載されている。破tllがひどいの

で、移動展示ができず、今回t1}.腿示きれなかった。従

って図録には峨せられていないが、mae報告おや京大
文学部の r~考古学資料自H 2J喜平に:q.;r:r.がil;¥J除されて
いる。内行~E文鋭で\後15.6cm 、 j}j製鋭である。明治

35~~ 8月発見され、京大文学野11に所目越されている。 i半
出迂i物についても i拘記鰍特r.1~に併しいので、ここでは

再説しないが、令1総司'1IIlil!i;一書11の泌物{ま東京国立博物

館に所蔵さ れている。なお、この内mにl刻しては、中
川 l 泉三氏が「近江尚}:.~-InI水尾村の古川発掘物J (々 古

学雑誌6-9)に線作さu、その中で鋭について r;其

他i英鋭(径li.寸位)の破片半分計リ・H ・H ・"J と述べら

れている。また、後J保守一氏む「金製Ifitiを出せし古

.lfiJ (ニ考古学雑誌10-3)に古庁tに闘して報ぜられて
いる。

滋賀郡・大津市の古鏡

1.志賀町大塚山吉場出土銭

志t'.(町小野の大塚山'dmに関しては、梅原末治氏の
「近江羽1j鍾村の古t.n:t誕 特に大塚山古1ftに就いてJ ( 
人類学雑誌37-8) 及ぴ rili: it地方古trt~の絢資 2



第6j!i:江和;f!i)，f;民1ll，ljti'¥J ( 114ド ~j文化研究所.nt告~~ 必伝必.II!!.の樹IPJ、いま 11林地の中であるが、丸山 ・茶
4 )に，1;tft)/J.ひ:1IU品物の目下調11か述べられており 、j諺 臼山 ・御前為i・4似涙 .1"(以などと目千Iまれる小i王が散在

賀県史 ・ 慨裂 ・ 新修大iltdj~等に L これに閲する記絞 ・ して、いずれら時iJII己のぷ抗とともにIIJJifi27年の陵墓伝

がある a をJ玉、鈴にWJしては'，:niJIj，::草泌氏が '"8本出土 説I也の附~Jt主として白内庁の所作に入 っ ている. 附ì!í:

の文Ii!i，tj銭 (!l!林 1-4) Iこ報告されている.また からはかつて土昔話1\'ゃ iif~~: どを発見したことむ伝わ

後藤守一氏「淡式鋭」儲口険成氏 r古銭J にむ記述さ っているが、いまIi，;fr.(iが分らないJ この銭のtI:l土{ま
れている."11 i(i40Jç.J也 Jl;の人々によ う て~~織され、出 県のjお跡目録に b収4還されているが、攻物については

土地物のうち1({; と勾 i~ti Ji~ r.tl博物館に保管されていた 市!l!にら述べているようにその所作 11不明で、従って

が、 1去に小IJ'f';~氏の f'に ;Il リ、その後所11:不明となヮ 詳細はやrb ~I られていない.

四川省出土鏡拓本(部分)
大塚山出土銭拓本(部分) 四)11省出土銅銭より

た。 i還って現(i:W物を下にするニとはできない。銭11
ti龍鋭で、後13cm、船4制定である.鋭1VのS1';常に『育-

4草作克阿必llIi 多il同家人民息. 制1お珍成天下腹 風

雨時節五殺1A L訂以ニ，i1I.1!);R)JJの銘文がある。この

銘文について、よれまで「人l(.!J'J が「人的，む、』とさ

れてきた これは銚銘のニのffll分に表而のきずがあリ、
fl(Jが r.I.l:'Jのように比られるとニろから、このよ

うに絞まれたものと忠われる.市者I;l.、現有i升干1:不明
のfi1Ji立についてそのUi本コビーを見る機会を得、また

文物:1¥版社fll行の r"q川'(i/l¥-t..動l鋭J"1"にこの鋭の銭

銘と1，:1似の・E嵯Ili1'，Y.q姉rj!Ji:読め，'I"必紛の''7-tf..&ぴ妬本を
弘ることができた。 1，I，jfiの「人f(息」のところを比較

すると乃:!'fでポす tうにはとんど軌をーにしており、
「人」の次lよ r}.!!Uではなt、.Jl4Jli '(i鋭は r人民怠」

と読んでおリ、また、 j凶1;~. この純の銘文Iま r人民怠」

であるとよろから、大3涙Illj~ 1.. r人民忠、Jと;32むべき
であろうとと・えらJLる.，tj Ji'iの詳細iや出土造物につい

ては、 liÎfi生の I~nJiOぇ:ヵ、報作してむり、再説をひかえた

い.なお、 i益r{以史でIJ.ニの銘文を「γtぷ作究開尖服
多ri同家人H3む MJ口修政R下{笈 風雨時節土殺説
iH来て.i:1H!})，己カ」 としているが、「城Jlir威」の 「土J
11 rJLJの印刷ミスと忠われる。 r&nJの次の字を読

んでいないのは rJMJが災{本であるためであろう。

2.大津市木肉付近出土鏡

~f大iln行史gll~に次めような紀'J主がある. 「オミ悶隊

3.大津市瀬田織郡山首績出土鏡

一二のr!J'収Iま1りJifì'15;t~ 3 J1 ~1~ll され、 11仲11114:;制定その

他を出した内抗である.そのよとはJ)・，'i小規fil本4-12 

の会!tfRlfl\1Iこ rj!í: ir凶i~í!11I付の ~~~kl!品」として学界に軒i

ぜられた.犯にこの，Iitj¥の洋品11I1.t怖JJ;(:;k治氏が「楽太

型1・洲jiliiiHlに11:、けるこ三の，1;式tJ¥.~'~ (/) j凶作時11l;.2 j!i:fC 

図に於lする主!~ïlíJ氏の:WJtt似兆二J (巧・，1jCnM，[. 1 2-

3 )の中に「採火BlIi~'Jí 111 H 'i'a! ì~llllJ il i t(t Jなるなを設け
られ、それに加えて後彬守一氏が(1対)として「近江悶

栗太郎瀬川村大'{:耐火 ~~'i.'j<総I'm，ljJJ'lI'I'.:II;古物」なるftI
文を耐えられている また、滋ril'，~史やj!í:i.C来太郎志、

慨婆にもこの，tjtf¥についての記述かある.1訂正W:，i(間

立博物館に所泌さ H、附仲間!秋鋭てi壬{孟23.1cm、納J絞

S走でJうる.
とニろがニの鋭の銘文について二三JPえてみたい.

前述の巧・古学縫itt4-12の後ftl側では、「続i1;I~J立 - 階

f奪三岡配tt:g (. it'f 1(11 JlI例制:1¥1ゑ州側出治協

凶3文刻it 1寺作文目立 耳4行大J，・ 1"(子係」とir.を読ん
でいるが、対'LKm;ぶや慨.~では ff寺作文J';'りと r取~.

大台」の1Hl!ょ r1.，.:砧千II}e r，lli (.イir.Jの二旬を入tL、
有完投:では最終fリが「口:'1.(イ品J とな勺ている。このニ

勾が力相、 ζ とIH({;を!UU!IIJJらかである。明者1:1:問中

王手氏の教がに上リ r Jl!Ji( IliI.¥i: 1引物館紀弘~m 6 J';.Jに収
減されている@JIl守失氏の「三fi斤法相111'伏$i，のj形式系税

紡J~J なる諭.lj・のコピーを則前犯したが、その中に ζ の

織部3えの銘文が示されてねり、かっこの鋭のりJ'-.!.:や銘

帯?の符i4立があって、 rJ正問イiJ，瓦 r.Jli (-イituのこ旬が

な〈、 11:C*'冬'.，)は r'U: r-係J(/)三千であることを目立認し
ている。それではなぜmiぷや慨裂にニのこもjが入札ら
tl たのか。みだリにti::ill!lずるよとは似まねばならない

が、あるいはgfJi紙他i'I氏の rEJ何年代の~Qに就いてJ

(~号占学総;lL:9 -12)なる崎文にー闘があるのからし

れな、、.すなわち、このω省文でli紘部鋭について「こ

iL {，前の士1mの銭と制式である.Sr.I:I: r新作f9J克』と
あって、 r大克』のItわ，)に rlYHlAとあるだけが相i

i主点で、他は(斗と1，;1文であるu とjiべられている。こ

の(→ lまタ良県{企:p..klU 'i~以 1~~~の IJ4NIIJ4 f!Uií.で 、 その銘

文として「新作大克糊flt三附配i念fl"-f- iUfffI且明

剣N.1徐州 自J~: 1:i俗的 J:a文刻1'1.1 1:干作文J'";f. /i:飽布I}~，

- 2ー



r.rIi (-;{i:}'， Jr:l. tuにii JJ:;-J~係J が学げられている。ニ

の議文では、鋭部Hlについては銘文の全文はi!Jiべられ

ていないのであるか.その行Il~に従える文iぎから、{左

味flH去の「大え」を fl91党Jとして、その会文を織部

鋭に関して挙げたのが制;ぶや慨裂の，Jltなったのでは

なかろうか な]，慨J~の紋終"'J を I'q'f:と見たのは「長

rcイ・孫JのWlIを日目にiFi、、て述べられた結*かもしれな
い。むろんニ tll.tIjili!のごとくlji.なる推測のf去をおな

t、のであるから、 miぷや慨必のJ盆-.n・4ニ対してネしをうたし
たことになるカ・もしれずょの点をi朱〈恐れるのでみる。

この鋭について、純益iJ:に「鋭のfド代11或t;t王芥鋭(

117i紛員l!fl氏;)必IS!制定(l;.lIíI，I~~必 ・ f11þ原ぷ治líI，j氏)と

いふ」としているが、今IJて.'tiOH立との与えは行わ

れていな L 、。な i;小林行QJWd主将í:~ 1 1 1大学々自:平:j謀総

会第 2001叫記念，ll~i~{会における袋:F?の十l・3長・で、 この鋭

と京都北山鋭 ・|局IIJ'I(f，ば銚とのI，;Jro:関係について述べ

られている。また、'/;i削減泌氏「日本出ょの-XJJlI古銭J

(山3えの研究所収)後必守一氏 ri1~式鋭J 秘円隆康氏

f(;J.ii:J ~平にも~，{・1批さ tl ている。

草津市・栗太郡の古鏡

1.草津市追分古墳出土鏡

当世[駄に|制する1時裂の記・15-によれば、その出土品と
して rtllJ:品IHil、JJ剣凶日(悦内i両側面に二日づっ

白いてあった)JJ (-数本、主主5R数側、鋼鉄十数本、鉄

n~ l'数-1':':~である，いずれ L来庶務1;if博物館の所蔵に

掃してゐるuとj主べられている。しかしこれにi約して

は、丸山む平氏が fI;i i It;li jfi分._!jtf1の再認-価; (滋賀

文化財だより No.38)の中て¥当時の各純記録から鋭の
有;伐に対し疑1111を'，l.，'1.¥して必られる。この機に当古脱

出土の3えについては、り'，II.)iのJeHにむなく 、現ギモその

存伐を示すものはや'Jむなく、ただ概裂の記、1":'1"にのみ

あるので、はたしてニれが点か活かは疑問悦すべきで

はなかろうか。

2.草津市山寺北谷lH号墳出土鋭

この世ìJftl:J:. 、よる II?{利35JI~ 8 月名付1 ~::j速道路の;建設

にi・1¥うtiTi~I'.のため削減したt!..-m で、 i~~j1E結果について

は、とりゐえずN1t;Jすが r，'，'(i I(di 山 ~î:mr 北谷i!.iJ.(H洋発

以ぷillf.慨有1;の'1'でその概裂を事故侍したものである。
その後中河!!!li!そ ・ 川尚宏惨I，~iL¥:により f滋賀県北谷11

号・tJiの研究; (々古学雑，':';66-2) ，こ出土ii'i物に関す
る誇細が報告され、 J治巧・が加えられている.銭につい

ては、その中で川西氏がjl1均している.また、樋口隆

康氏の frtitilJにむ似.1置されている。 f)j裂の方絡続短

銃で、 jt(径は23.8cmである.滋fH県教育委只会の所蔵
で、:fJt:(Ei!ii.C風よIIeの日:資料館で保管展示されているe
titJiの状況やf'Nlli造物については的認の報告に2突って

jlj.説しないが、 lJtli:について一言しておきたも、。この

8坑にi対しては rt，'(i It ，Ij史街t:(SJにおいても小笠原
喜子彦氏が触れられているが、 Iji!J己中石1.川西両氏の議

文でも小笠原氏のi冶i!でも、とらに時ijnl表向吹と見て
おられる.しかし、ニの'8Jf(l;l 1健枕でL少し触れたよ

うに、 f針ItJMfilニ{ム慌があ勺たことは{ぷ本や出土i造物

でほぼ61l~たである.そして、これに参おするため、そ

の腕I娠を参道として乎を加えたように比受けられた。

従ってあるいは前}J後円l(lとむはられたので、占Jjl主

体部のあるJJIJi:部とそのrii!'(tIのつながリについて鋭祭

を試みたのて'あるが、どうもliolJj・後円以としての縫設

が符られなかったので、一応円引とはて報作した次第

である。

3 栗東町灰塚山出土鏡

j5; i工架太/nii.!;;約2~M ~ J 7 ~;.;: f O( i';{ilJの己.-1ftJの項に

r l í:Jて tこ í' ì汀t あり、 ~tl改 rl ' I ~ìjfí: llh:l~等を先制せり 、 鮫

ずるにイït却なき山mなるが世u し、~~;た，tミに r今ヨリ十

IIqJj.年以ilijニ川泌村ノ人此I11: I Jti ヲ少シ 1i~U穿テ古

鋭ヲ科タリ又Jt後約五一二矧ヲ件タリ放ニ丘11j1ニ若手
ル 'I~ヲ知ルJJ とある.しかし、この ，1;tJlや出土品につ

いては攻作で11何ら知，'-，れていないようである。従勺

てζζではよのようなfi;I[-<のあるよとだけをaeしてお
きたい。

4.栗東町川辺下味吉積出土鏡

下味古肢は名神高速道路の主.tt~止によって消滅した古

績で、昭和35年 4月に行われた必1i結*'ま r滋賀県史
鎖議代報告tli12f!IJ-J中に、鈴木陣日1・近江品可の孤氏

により r下昧ti1ftJとして綴合されている.この古fJ1:

l立小j杉の粘土慨を 11[.11 ~必{'ドった東西の 2:主体があり各

主体内にそれぞれ 1Iro犯の3立が;，IIJ-W-されていた.3Eの
第 1:主体には f)j 製の内行イヒ文~1t((~9.3cm) があり、西

のダi2 主体にはi}j拠の術jt~~文鋭(符6.6clII)が話II ~\? さ tl

ていたの ~mlま t~<数行委H会がJ升I~抵し、近江風土記の氏

資料館に 1~~げされている。な;t;、 ~ l 主体の内行11:.文

鋭にl刻しては;樋口1)郎氏氏 ri'i ~;í:;に~)(\I在されている。

i半 11.\巡物や主体f，~;1i~;は制作llHニ，1終って、ここでは将

ji見をひかえる.

5.葉東町安5磨寺Z医師谷出土銭
架東町のr，利1z_''1主‘干のjLi:くで発見されたもののよう
であるが、発5己の A宇~~1I 1ま不191 である.ニの鋭ti京苦11国

立博物館に保管されている.fI' 11.¥;立物としては鋭と一
緒に係官-されている銅剣|が知られるだけである.なに

..i': ん、発見者と思われる所必t-の~1-;~氏 L 、銅製11の

所説者であった三好勝太郎氏む共に飲入となられ、そ

の上文献もなく Ijíj述のごとく、出土の.;J~仰は全然わか

らない。ii'i.li{)j烈の阿乳鋭でe1;1l.2cmて'ある。

6.栗東町安養寺新聞 1号墳出土銭

新聞l号llll刈ijol，己の下I!ぷr'ilj¥とI，;Jじく名神高j率追路

残設に1・ドヮて日待相34.if・8JJ 1ニ.刈伐された'O!ftで、 ri滋
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tt以1と1!'1，潟公報告'tiI12111bに「新l井l古前」として鈴木
~$riJ 氏とl'f者・によって報告さt1..ている.従って古境や

出土自立物の詳細はそれに必り、ここでは出土鋭につい

てその大裂を述べることとする.当古績に Ij南北二つ

の逃械があり、 ~tiむ憎から 2 而、 m巡織から 1 耐の銭

が出土したo ~ヒ泣絡の1fm、径 8.4cmの{方裂の五獣鏡

とを正13 ， 7cmの {)j~の鍛Ifdl立の 2 [剖である。 i立構の中央

部にあった盤飽銚には木片が付浴しており、箱に納め

られていたとも考えられる.この鋭にli!従銘帯がある.

南巡紛の鋭IH方製の阿{象1Jiで筏19.5cmである。 3部と

も滋i'itr~数千f委員会の所J滋で、近江風土記の丘資料館

で保管展示している。なお、 3而の鋭のうち、五獄銭

と画像鋭 l立制口陥hlr氏の「千l~llJに収殺されているが、

五i波紋は銚名を根文鋭としておられる。また悠飽鋭と

画像鋭li 闘中E森氏の「日本原ftr;~術大系 4 j や rS;;f王

の原k古典術8 ポ銚」にllilGせられているが、ここでは

悠青包鋭Utl'tlI)包鋭となっている。

7.栗東町安獲寺大縁越古墳出土量産
概要の安重量寺古抗の唄に大縁組古島Iの説明がある。
現在ニの古績は無くなっている.昭和8年土砂採掘中

に泣械やi立物が発見された.出土巡・物としては、古銭

Z而のほか多数の玉uiや鉄刀、短EfI、巴形鍋器その他

がある.これらはすべて3京都大学文学部考古学教室に

所蔵され、同大学文学部の r々 占学資料目録2Jにそ

れらi収蔵品の写兵とその説明がある.銭{ま、径 9.3cm

jJi製の議文鋭と、主主14.2cm舶載の二神二獣銭て'ある。

二神ニ獣銃には銘がある'0 前記目録の説明では「否口

口党口口三口線1.e序ìtt配j~ïi~滋子孫番昌J と読まれて

いるが、概要ではその最初の膏s分を「吾作明越国三

岡」と読んでいる.なお、この二神二獣鋭は樋口隆燦

氏の「白銚」に収載されている.

8.粟東町安養寺山ノ上古噴出土鏡

この内燃は名付lmii車道路建般に1¥祭し、昭和35年11月

潟炎さlLたものである。その結果:1目立者によリ「滋賀

県史総裁:11情報告第12'1111-J中の「山ノ上古!nJで報告さ

れている。 S立のはか欽剣、 ニ五鎖宅与が出土している。鋭

は舶、1&の二事11二l味鋭で、官[径18.1cm、銘幣に「吾作明

党側沫三樹統fti序道昨年後舟子」・なる銘文が
ある。な必問鋭l立働Ll~後泌氏の「古銭J にも収総され

ている.

9.栗東町安聖書寺毛)lJJ古演出土鏡

この古挑む、昭初35lf.9月名神高速道路遮訟の際調

1Eされた Lので、給*は稿者が『滋賀県史蹴調査報告
第12PItJの「もメ1)lJj tftJで報告している.伴出i立物と

してI;t.'i13iを主とした単奴があるo {万裂の変形文銭で

径9cmをal.るoi議t'l~r，~教 'ff安只会の所蔵で、 ì!î江風土

記の丘資料館にある.

10.葉東町六地蔵岡山吉噴出土銭

この古J{tに|刻しては、 j!iiC浜λ:ltIiぶ.i込i'lVI~ 史 ・ 概

要苦手に記載され、大A2年占鋭2前iを発見し、高野村1

2士に務付されたよとが明らかである.ところが郎芯や
慨婆では 211百と記されているが、県史では「同じく築

山村大王子:六地蔵関山古tftからむ事11紋鈴二1(I;t霊能銃一面

発見せられてゐる」と述べられて必リ、この「神歌鋭

二而Jの 「二J r立原似か4交正のミスと忠われる。この

誤リ{孟後藤守一氏の q込式鈴」にも見られる.向。の
地名表で岡山鋭について、 ffi21.7cmの事j!!o)，¥;鋭と径22.1

cmの制lri主鋭の 2 桶i の神!ò)，\;~免が投かれ、 íìíJ者の事111;氏銭に

は「梅原末mf定数示」とi!sべられている.その符翁Hな
説明が「本:JlI1内池発射j策式1免各悦J でなされているが

前者を獣.m;式三神三欣鋭とし「外区のー仰を紋失して

ゐる」とiliべ、後者・を!獄文41?三事11三倣鋭とし抑制な説

明がある。これが現存のやHlk$立の泌lリ1であることは文

意から明らかである。また、これが梅原氏の教示によ

ることも段によ 1){it巧・されるのである。 j也名表で-li !IIj 

者に r梅原求ifiE史教示」とさ1L1走者には何ら位記をさ
れていない。また、 ~i説の}向精に聞かに見られる説明

の「外区の一部を3ik失してゐる」は r外区Jの表現に

問題はあるが、現存鋭の!決文部?に小欠があるのと一致

する。さらに注意すべきニとは、戦後ではあるが筆者

がこの鋭を拝見するときはいつむ神獣鋭 ・皇室関銃各 l

簡であった.従って岡山古続出土S立を 3耐とする説は

2磁の誤伝であることはl:lliltlいないものと思われる。
如上の後察から岡山鋭1:12凶iとして淡町月する.

三事11三獣鋭{ま納峨鋭で~22.1cm、日}~天王の銘があ

る。この銭i立小林行雄氏の「三j1J対神獄iitの研究j(古
成文化論考-所収)で、大分~，~ "!，l城市Jl'(鋭、三mv~筒野

古墳鋭 ・明治大学総鋭と問1芭であることが挙げられて
いる。また、樋口降成氏の rj行 ~jlJ にも収峨さH.てい

る。!!.!t百IH立は鮒，1制定で径11.1cmである。 21耐と ι前述
のごとく高野紳祉の所級てゆ，~ÎdËむiio11文化ßLiに保管さ

れている。

11.葉東町出庭亀塚古墳出土鏡

当古Jftについては近江栄太郎~~ ・ 械製に明治44王手i}l

l 而刀身 l 土総片絡を~!ょした EOの紀jiliがある.村民mo:

末j合氏「上代鈴鋭に幼いての一所凡J (巧"i5学雑誌:34

-2)にニの鋭に関連する治巧がある.小林行雄氏の

「幼製三角結神獣鋭の研究J (宵治文化論々所収)で

鳥取県大将軍縁台境鋭、大阪府矢作神社』党内鏡、伝京

都稲荷山古級鋭 ・愛知県大以前1ft銭 ・泉川古文化研究

所蔵鋭との同箔関係をASじ、個目的康氏の『古鋭」に

も収寂されている.そのほか後威V:j:一氏 ri~式鋭」で

も梅原、氏の教示として.42及されている。鈍I;t.f}j裂の三
神三獣鋭で、後21.7cm.本r.1II治氏所y畿で京初同立博物

館に保管されている o ('P.9ill ~L) 

次号につづく
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